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日本医学放射線学会第75回学術大会期間中の2016年4月15日、JAWRO特別講演が無事終了いたしました。今回は演者に宇都宮大学教育学部准教授でドイツ哲学研究者の山田有希子先生をお招きし、「患者の自己決定権を考える―その思想的背景から―」というタイトルでご講演をいただきました。演者の山田先生はご専門のヘーゲル研究でご活躍中の若手哲学研究者でありますが、教育や臨床の現場における哲学のあり方を重視し、かねてより深く研究、実践してこられた方です。今回は医療倫理学の基本的なテーマのひとつである「自己決定権」という概念や思想的背景について、具体的事例なども交え非常にわかりやすく明快にご講演いただきました。
「医療倫理学」というと医療者の自由を縛る足枷になるもの、というイメージをお持ちの方もいらっしゃるかもしれません。しかし山田先生は「生命リンリは決して患者『さま』のためのものではなく、同時に医療者のためのものでもある」ことを明言されていました。同時に「医療現場で働いている方たちはあまりにも多忙。そうした現場の状況や問題整理をするのも、医療については素人ではあるが言葉の専門家である哲学者の仕事のひとつ」（cf. 　清水哲郎　1997年）との考えを提示されています。
確かに医療現場はとても多忙です。その中で対面するさまざまな事象に対して、悩みや疑問を持ちながらも、その思いを解消することのないまま、次の仕事にむかわなければならない経験をおそらく医療者は誰もがしているのではないでしょうか。しかしながら一方でそうした思いを言語化し昇華できる時間の余裕やスキルを持ち合わせている医療者は多くはないでしょう。山田先生の言葉は医療者にとって非常に心強いエールです。今回の山田先生の講演スライドは先生のご厚意によりJAWROホームページに掲載させていただく予定ですので、ぜひご覧ください。
講演では会員の先生方はもちろん、一般の参加者の方々にもおいでいただきました。質疑応答の時間では臨床経験豊富な会員の先生方から熱のこもったコメントや質問をいくつもいただくことができ、大変有意義な時間となりました。次回はパネルディスカッション形式で再度企画できたら非常に面白いのではないかと思いました。
[bookmark: _GoBack]末筆ながら、今回特別講演の依頼を快諾くださいました山田先生に改めてこの場でお礼申し上げます。また、開催にご尽力いただきました学術委員長の山内先生やJAWRO事務局の辻野先生はじめ諸先生方、並木様、当日ご参加くださいました皆様に心より感謝申し上げます。
